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まだみなさんに示していないが、校長の自己

評価シートには「ホームページ（以下ＨＰ）の

充実」を掲げている。それはなぜか。ひとこと

でいえば学校が持っている生徒の情報（活動）

を保護者・地域と共有するためである。

現代では特に、学校教育といっても学校だけ

で完結できない。家庭から協力を得られてはじ

めてスムーズに教育活動が展開できる。協力を得るためには学校を理解してもらうことが

第一に重要だが、なかでもその情報は正確であることが求められる。一昨年、竜巻被害の

後だったと思うが、学校は何をやっているのだと、ものすごい剣幕での電話があり（内容

は伏せておく）、驚いたことがあった。学校批判の内容自体が全く理解できなかったから

である。原因をたどるとそれは保護者の LINE の中での噂話だった。〝噂〟が〝事実〟と
され、連絡をしてきたのだった。もちろん、丁重に説明して誤解を解いた。むしろ連絡を

してきてくれたから説明の機会が得られて、事なきを得たのだった。

では、誤解を受けるくらいなら発

信をしないという選択肢はあるの

か？自分の経験だが保護者や地域と

の連携がうまくいかない場合、その

原因は学校と保護者や地域双方の、

どちらかが悪いというのではなく、

むしろ、どちらもがんばっているの

だが、それぞれが互いの活動を知ら

ないがために理解し合えない面があ

る。知らない、わからないことは不

安感を高ぶらせ、結果として不信に

つながりやすいものなのだ。もともと無条件で学校が信頼されると考えること自体が今の

時代では夢物語である。

それなら…ということで情報に関するイニシアチブを学校がとり、学校の活動情報を積

極的に発信する方がよいとなる。適切な情報を適切に発信すればそれに見合った印象が作

られていく。ときどき、レイアウトも内容も取り上げ方もイロイロなＨＰを見ることがあ

るが、それではまとまりのない印象を持たれる。〝みんなで作る〟は素晴らしいことだが、

それがバラバラではよろしくない。

見てくれる人数も無視できない。効果を大きく左右する

からである。受け止めてもらうことが大事だから、生徒の

活動の様子を基本として、更新頻度を上げ、見やすくする

（スマホにも対応する）工夫をしようと思う。校長室通信

まで掲載しているのは調子に乗りすぎだが（笑）、学校の

方針を理解してもらうためでもある。先生方の意見も頂戴

しながら、変化のある南中学校ＨＰを作っていきたい。


